
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

北 海 道 男 女 平 等 参 画 情 報 誌 

イコール・パートナー 
Vol.76 

 

職場、地域、家庭など、社会のあらゆる分野で、個性と能力を生かしてチャレンジし、活躍してい
る個人、団体、グループ及びそのようなチャレンジを支援する団体・グループを知事から顕彰し、チ
ャレンジの身近なモデルを示すことによって、男女平等参画社会実現への機運を高めることを目的
として、平成１６年度から実施しています。 
  

TOPICS 

北海道男女平等参画チャレンジ賞贈呈式 

★ 北 海 道 男 女 平 等 参 画 チ ャ レ ン ジ 賞 

【北海道男女平等参画チャレンジ賞とは】 

令和６年２月７日、道庁において、北海道男女平等参画チャレンジ賞の贈呈式を行い、鈴木北海道知事

から賞状及び贈呈しました。 

今年度は、伊達市在住の大岩真由美（おおいわまゆみ）さんと士幌町在住の堀田悠希（ほったゆき）さん

のお二人が受賞されました。 

令和５年度（２０２３年度） 

詳しくは☟ 

大岩
おおいわ

 真由美
ま ゆ み

 氏（伊達市） 

（公財）北海道サッカー協会 副会長  

室蘭地区サッカー協会副会長 

日本女性初のサッカー１級審判員として活躍  

堀田
ほ っ た

 悠
ゆ

希
き

 氏（士幌町） 

株式会社 at LOCAL 代表取締役 

道の駅ピア２１しほろの運営、女性農業

者のネットワークに尽力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご登壇、またご参加いただいた皆様、ありがとうございました！ 

 

  

令和５年度女性活躍応援事業 

 道では、自身の活躍の場としての起業など、女性がライフスタイルに合わせ、自身の活躍の場のひとつとし

て、女性の起業事例を紹介するイベントを開催しています。 

 ９月２日には、端野石倉交流センター（北見市）を会場とし、先輩起業家紹介による展示販売のほか、セミナ

ー、ロールモデルカフェ、交流会を開催しました。 

セミナーでは、起業した際の広報に欠かせないビジネス利用に向けたインスタグラムのアカウント運用方法

について講演がありました。 

ロールモデルカフェでは、登壇された皆様から、起業の方法や就業と起業の違いなど、女性の先輩起業家と

しての体験談をお話いただき、その後、参加者の方と意見交換が行われました。 

北見市及び中小企業総合支援センターによる創業相談も行われました。 

 １０月２１日には、とかちプラザ（帯広市）を会場とし、先輩起業家による展示販売のほか、 

トークセッションを開催しました。 

 
 ロールモデル 

 山川 知恵 氏（空間 Works 代表ほか） 
 堀田 悠希 氏（株式会社 at LOCAL 代表取締役） 
コーディネーター 

外山 暁子 氏（フリーランス 暁舎） 
 

 
 講師 
＃She Means Business ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ北海道地域担当ﾄﾚｰﾅｰ  

ロールモデル 
竹村 真奈美 氏（パソコン講師） 

 降幡 美冬 氏（国家資格ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
コーディネーター 

鹿又 百合子 氏（id.DESIGN-OFFICE 代表） 
 
 

 トークセッションでは、地元で活躍している起業家の方から、

女性が起業する際、応援していただくことが多いことや家族の理

解が必要であることなど、自らの体験をもとに地域での活動につ

いてお話しいただきました。 

 先輩起業家による地域の特色を活かした商品が展示販売され、

多くの来場者にで賑わいました。 

 起業を目指す方に向け、中小企業総合支援センターによる創

業相談も行われました。 

女性の起業家と交流 

ま な び ・ 体 験 つ な が り 

H I R O B A 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性のための異業種交流セミナー 

私たちの 
「Life＆career」 
10 月 20 日、道立女性プラザにおいて、組織で働く女性のネットワークづくりと女性が働き続けるために

必要なことについて考える「女性のための異業種交流セミナー」を開催しました。 

異業種交流事例の発表の後、トークセッションでは、仕事の能力は性別で変わらないことや時短勤務や時

間単位休暇の導入など、女性が働き続けるための具体的な対策や道内企業の現状などについてお話をいただ

きました。終了後、ネットワークづくりとして、ご参加いただいた様々な業種の皆様に交流いただきました。 

イベント内容 
第１部 事例紹介「組織で働き続けるために必要なこと」 
第２部 トークセッション 
    「女性が働き続けるために必要なこと」 

第１部事例紹介の内容 
・北海道 Mimosa プロジェクト 

（サッポロビール・戸田建設ほか） 
・異業種交流会 

（NTT ドコモ北海道支社ほか） 
・女性リーダーチャレンジ研修 

（北海道経済連合会） 
 
第２部トークセッションゲスト 
秋山 貴志 氏（カルビー株式会社 

東日本事業本部北海道支店支店長） 
本間 あづみ 氏（社会保険労務士法人 MIKATA 代表・

特定社会保険労務士） 
岩崎 裕美子 氏（株式会社ランクアップ代表） 
 
司会 
国井 美佐 氏（元 HTB アナウンサー 

株式会社ゲート 代表） 
 
 

令和 5年度北海道社会貢献賞受賞者 
道では、男女平等参画社会の実現に力を注ぎ、女性の地位の向上や女性の社会進出を推進する活動をさ

れた個人及び団体を表彰しています。 

笹谷 春美 氏（札幌市） 

（公財）北海道女性協会理事長 

北海道教育大学名誉教授 

ジェンダー研究に尽力 

NPO法人女のスペース・おん（札幌市） 

配偶者からの暴力など女性のあらゆる問

題の解決に尽力  

大中 久美子 氏（遠別町） 

遠別町女性団体連絡協議会会長 

女性の社会活動の促進に尽力  

中央：大中氏 左：女のスペース・おん代表 山崎氏 

右：笹谷氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

男 女 平 等 参 画 

 苦 情 処 理 委 員 制 度 

「イコ ール ・パ ー トナー 」 への 

ご意見・ご感想をお聞かせください 

編集・発行／北海道環境生活部くらし安全局女性支援室 イコール・パートナー Vol.76 R6.３ 

 

 

 

 
苦情処理委員が、男女平等参画に関する苦情等の 

申出を、公平・中立な立場に立って、処理します。 

 
 

申出方法など詳細はこちら ☞ 
男女平等参画苦情処理委員制度について 

（北海道庁ホームページ内） 

・男女平等参画に関する道の施策についての苦情｡ 

・セクハラや女性への暴力など男女平等参画を阻害する

と認められるもの。 
 

●処理とは？ 

〒０６０－８５８８ 

札幌市中央区北３条西６丁目 

 

北海道環境生活部くらし安全局 

道民生活課 女性支援室 

 

TEL   ０１１－２０４－５２１７ 

FAX   ０１１－２３２－８９７２ 

E-mail kansei.dousei4@pref.hokkaido.lg.jp 

・申出をされた方に、助言をします。 

・道の施策に対する苦情は、調査の上、道の機関に対し 

意見を述べます。 

●申し出ることができる苦情等は？ 

若年層の性暴力被害予防月間 

4 月 は 「 若 年 層 の 性 暴 力 被 害 予 防 月 間 」 で す 

性犯罪・性暴力は、重大な人権侵害です。相手の同意のない性的な行為は性暴力であり、許されるものでは

ありません。もし、自分が同意していない性的な行為をされたら、それは性暴力です。ひとりで抱え込まず

に相談してください。 

「さくらこ」は性暴力被害にあった方の専門の相談窓口です。 

北海道及び札幌市が共同で開設しています。 

専門の訓練を受けた相談支援員を中心に、医療機関、弁護士、

行政、警察が連携・協力して支援します。 

SNS相談 メール相談 ホームページ

さくらこ

ＬＩＮＥアカウント
sacrach20191101@leaf.ocn.ne.jp http://sacrach.jp


